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問
もんだい

題 27　介
かいごふくししょく

護福祉職が利
りようしゃ

用者とコミュニケーションをとるときの基
きほんてき

本的な態
たいど

度とし

て，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　上
じょうはんしん

半身を少
すこ

し利
りようしゃ

用者のほうへ傾
かたむ

けた姿
しせい

勢で話
はなし

を聞
き

く。

2　利
りようしゃ

用者の正
しょうめん

面に立
た

って話
はな

し続
つづ

ける。

3　腕
うで

を組
く

んで話
はなし

を聞
き

く。

4　利
りようしゃ

用者の目
め

を見
み

つめ続
つづ

ける。

5　緊
きんちょうかん

張感が伝
つた

わるように，背
せすじ

筋を伸
の

ばす。

問
もんだい

題 28　介
かいごふくししょく

護福祉職によるアサーティブ・コミュニケーション（assertive 

communication）として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　利
りようしゃ

用者の要
ようきゅう

求は，何
なに

も言
い

わずにそのまま受
う

け入
い

れる。

2　利
りようしゃ

用者から苦
くじょう

情を言
い

われたときは，沈
ちんもく

黙して我
がまん

慢する。

3　利
りようしゃ

用者を説
せっとく

得して介
かいごふくししょく

護福祉職の都
つごう

合に合
あ

わせてもらう。

4　介
かいごふくししょく

護福祉職の提
ていあん

案に従
したが

うことが利
りようしゃ

用者の利
りえき

益になると伝
つた

える。

5　利
りようしゃ

用者の思
おも

いを尊
そんちょう

重しながら，介
かいごふくししょく

護福祉職の意
いけん

見を率
そっちょく

直に伝
つた

える。

コミュニケーション技
ぎじゅつ

術
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次
つぎ

の事
じれい

例を読
よ

んで，問
もんだい

題 29，問
もんだい

題 30について答
こた

えなさい。

〔事
じ

　例
れい

〕

Ｊさん（75 歳
さい

，男
だんせい

性）は先
せんてんせい

天性の全
ぜんもう

盲である。これまで自
じたく

宅で自
じりつ

立した生
せいかつ

活をして

きたが，最
さいきん

近，心
しんしんきのう

身機能の衰
おとろ

えを感
かん

じて，有
ゆうりょうろうじん

料老人ホームに入
にゅうきょ

居した。

施
しせつ

設での生
せいかつ

活にまだ慣
な

れていないので，移
いどう

動は介
かいごふくししょく

護福祉職に誘
ゆうどう

導してもらっている。

ある日
ひ

，介
かいごふくししょく

護福祉職がＪさんを自
じしつ

室まで誘
ゆうどう

導したときに，「いつも手
てつだ

伝ってもらっ

てすみません。なかなか場
ばしょ

所を覚
おぼ

えられなくて。私
わたし

はここでやっていけるでしょう

か」と話
はな

してきた。
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問
もんだい

題 29　Ｊさんの発
はつげん

言への介
かいごふくししょく

護福祉職の共
きょうかんてきりかい

感的理解を示
しめ

す対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　Ｊさんの発
はつげん

言にうなずく。

2　Ｊさんの発
はつげん

言のあと沈
ちんもく

黙する。

3　Ｊさんの話
はなし

の内
ないよう

容を短
みじか

くまとめて伝
つた

える。

4　Ｊさんの立
たちば

場に立
た

って感
かんじょう

情を推
お

し測
はか

り，言
ことば

葉で表
ひょうげん

現して伝
つた

える。

5　Ｊさんの気
き も

持ちが前
まえむ

向きになるように，励
はげ

ましの言
ことば

葉を伝
つた

える。

問
もんだい

題 30　Ｊさんの不
ふあん

安な気
き も

持ちを軽
かる

くするための介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応として，最
もっと

も

適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　いきなり声
こえ

をかけると驚
おどろ

くので，肩
かた

にふれてから挨
あいさつ

拶をする。

2　誘
ゆうどうじ

導時の声
こえ

かけは歩
ほこう

行の妨
さまた

げになるので，最
さいしょうげん

小限にする。

3　角
かど

を曲
ま

がるときには，「こちらに」と方
ほうこう

向を伝
つた

える。

4　トイレや食
しょくどう

堂などを，一
いっしょ

緒に歩
ある

きながら確
かくにん

認する。

5　食
しょくどう

堂の座
ざせき

席は，Ｊさんの好
す

きなところに座
すわ

るように伝
つた

える。
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次
つぎ

の事
じれい

例を読
よ

んで，問
もんだい

題 31，問
もんだい

題 32について答
こた

えなさい。

〔事
じ

　例
れい

〕

Ｋさん（83 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 3）は，10 年
ねんまえ

前の脳
のうしゅっけつ

出血（cerebral hemorrhage）によ

る後
こういしょう

遺症で高
こうじのうきのうしょうがい

次脳機能障害（higher brain dysfunction）がある。感
かんじょう

情のコントロール

が難
むずか

しく，興
こうふん

奮すると大
おおごえ

声をあげて怒
おこ

りだす。現
げんざい

在は，訪
ほうもんかいご

問介護（ホームヘルプサー

ビス）を利
りよう

用しながら，自
じたく

宅で長
ちょうなん

男（60 歳
さい

）と二
ふ た り ぐ

人暮らしをしている。

長
ちょうなん

男は，会
かいしゃ

社を 3 年
ねんまえ

前に早
そうきたいしょく

期退職し，Ｋさんの介
かいご

護に専
せんねん

念してきた。顔
かおいろ

色が悪
わる

く，

介
かいご

護による疲
ひろう

労を訴
うった

えているが，「介
かいご

護を続
つづ

けて，母
はは

を自
じたく

宅で看
み と

取りたい」と強
つよ

く希
き

 

望
ぼう

している。別
べっきょ

居している長
ちょうじょ

女は，長
ちょうなん

男の様
ようす

子を心
しんぱい

配して，「母
ははおや

親の施
しせつにゅうしょ

設入所の手
て

 

続
つづ

きを進
すす

めたい」という意
いこう

向を示
しめ

している。
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問
もんだい

題 31　訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）が，興
こうふん

奮しているときのＫさんとコミュニ

ケーションをとるための方
ほうほう

法として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　興
こうふん

奮している理
りゆう

由を詳
くわ

しく聞
き

く。

2　興
こうふん

奮することはよくないと説
せつめい

明する。

3　冷
れいせい

静になるように説
せっとく

得する。

4　事
じぜん

前に作
さくせい

成しておいた日
にっかひょう

課表に沿
そ

って活
かつどう

動してもらう。

5　場
ばしょ

所を移
いどう

動して話
わだい

題を変
か

える。

問
もんだい

題 32　長
ちょうなん

男に対
たい

する訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　長
ちょうなんじしん

男自身の意
いこう

向を変
か

える必
ひつよう

要はないと励
はげ

ます。

2　Ｋさん本
ほんにん

人の意
いこう

向が不
ふめい

明なため，長
ちょうなん

男の希
きぼう

望は通
とお

らないと伝
つた

える。

3　これまでの介
かいご

護をねぎらい，自
じたく

宅での看
み と

取りを希
きぼう

望する理
りゆう

由を尋
たず

ねる。

4　自
じたく

宅での生
せいかつ

活を継
けいぞく

続するのは限
げんかい

界だと説
せつめい

明する。

5　長
ちょうじょ

女の言
い

うように，施
しせつにゅうしょ

設入所の手
てつづ

続きを進
すす

めることが正
ただ

しいと伝
つた

える。
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問
もんだい

題 33　利
りようしゃ

用者の家
かぞく

族から苦
くじょう

情があったときの上
じょうし

司への報
ほうこく

告に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のう

ち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　苦
くじょう

情の内
ないよう

容について，時
じかん

間をかけて詳
くわ

しく口
こうとう

頭で報
ほうこく

告した。

2　すぐに口
こうとう

頭で概
がいよう

要を報
ほうこく

告してから，文
ぶんしょ

書を作
さくせい

成して報
ほうこく

告した。

3　結
けつろん

論を伝
つた

えることを重
じゅうし

視して，「いつもの苦
くじょう

情です」とすぐに報
ほうこく

告した。

4　上
じょうし

司が忙
いそが

しそうだったので，同
どうりょう

僚に伝
つた

えた。

5　自
じぶん

分の気
き も

持ちが落
お

ち着
つ

いてから，翌
よくじつ

日に報
ほうこく

告した。

問
もんだい

題 34　利
りようしゃ

用者の自
じたく

宅で行
おこな

うケアカンファレンス（care conference）に関
かん

する次
つぎ

の

記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　検
けんとう

討する内
ないよう

容は，インフォーマルなサポートに限
げんてい

定する。

2　介
かいごふくししょく

護福祉職の行
おこな

った介
かいご

護に対
たい

する批
ひはん

判を中
ちゅうしん

心に進
すす

める。

3　利
りようしゃほんにん

用者本人の参
さんか

加を促
うなが

し，利
りようしゃ

用者の意
いこう

向をケア方
ほうしん

針に反
はんえい

映させる。

4　意
いけん

見が分
わ

かれたときは，多
たすうけつ

数決で決
けってい

定する。

5　対
たいりつ

立を避
さ

けるために，他
ほか

の専
せんもんしょく

門職の意
いけん

見には反
はんろん

論しない。


